
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
１ 要旨・目的 

感染症危機発生時の入院医療体制については、医療措置協定の締結※1により平時からの病床確
保が進む一方で、その実効性の向上が重要な課題となっています。 
このため、感染症危機において入院医療を担当する県内の病院長等が参集して、地域の病床数

の充足性の検証や病床確保方策について検討を行う、全国初の感染症危機管理対応訓練を内閣感
染症危機管理統括庁と連携※2し実施します。 
 

※１ 平時に県と医療機関とがその機能・役割に応じた内容の協定を締結し、 
感染症有事には同協定に基づいて医療を提供する仕組み 

 ※２ 都道府県の訓練水準の向上のため、内閣感染症危機管理統括庁が都道 
府県による企画実施を公募・採択のうえ伴走支援 
 

２ 現状・背景 
○  感染症危機への備えとして、県感染症予防計画や県新型インフルエンザ等対策行動計画に

基づき、医療措置協定の締結により、平時からの病床確保を進めています。 

区分 
目標数 

（新型コロナ実績値） 
実績 

（令和７年 12 月末現在） 
計画比 

確保病床数 
流行初期 396床 471床 119 % 

流行初期経過後 891床 918床 103 % 

 
３ 概要 
(1)  実施主体 

広島県、広島県医師会（共催）、内閣感染症危機管理統括庁（協力） 
 
(2)  実施期間（日時） 

令和８年１月 31日（土）14時 00分～17時 00分 
 

(3)  場所 
広島県医師会館（広島市東区二葉の里三丁目２番３号） 

 
(4)  実施内容 

協定締結医療機関の病院長（意思決定者）130名程度（うち、病床確保に関する協定締結医
療機関の病院長は約 80名）が参集し、「感染症有事における病床確保方策の実効性の向上」を
テーマとしてグループ討議を行うとともに、全体発表を通じて、課題や具体的な対応イメージ
を参加者同士で共有する。また、全体発表終了後、有識者により講評を行う（訓練イメージは
別紙参照）。 
（講評者）国立感染症研究所危機管理企画部第１室長 吉見 逸郎 

内閣感染症危機管理統括庁感染症危機管理統括審議官 榎本 健太郎 
広島県感染症・疾病管理センター長 桑原正雄 
同センター感染症専門員 大毛 宏喜、小林 正夫、坂口 剛正、田中 純子 

 
４ その他 

○ 会場での取材を希望する社は、１月 29日（木）12時までに健康危機管理課まで御連絡くだ
さい。（連絡先：082-513-3079 健康危機管理課 感染症対策グループ 勝部、松尾） 

○ 資料は当日配付します。 
○ 本訓練の公開範囲は、開会からグループ討議開始前まで（本訓練の目的や流れ等を説明し

ます。）としており、グループ討議や全体発表は非公開としています。 
○ 一般の方は参加できません。 

 
 
 

         資 料 提 供 
 令和８年１月 26 日 

課 名  健康危機管理課 
        (感染症・疾病管理センター) 
担 当 者  片平 
電話(直通)  082-513-3068 
 

県内協定締結医療機関の病院長が約 130名参加 

病床確保方策の実効性の向上のための訓練を実施します 
日時:1/31(土)14:00～ 場所：広島県医師会館（広島市東区） 



 

 

別紙 
 
 

病院長を対象とした感染症危機管理対応訓練イメージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

病床数の充足性の検証 病床確保方策の検討 

・各地域におけるフェーズごとの病床数の 
充足性の評価 

・病床確保スキームの合意形成 

・一般医療にも配慮した効率的な病床転換 
・基礎疾患等が悪化した患者の入院長期化 
に伴う病床圧迫対策 

・休日・夜間・院内感染発生時の患者受入 
に係る連携 

 

 
  

本訓練を契機として、各地域の病院長会議等で 
地域の実情に応じた病床確保方策を 

練り上げていく 

事
前
設
定
・
報
告 

訓
練
当
日 

病床確保に関する協定締結医療機関（105施設） 

国際的に脅威となる新たなX感染症が発生 

（感染性）新型コロナウイルス（オミクロン株）と同程度 

（病原性）新型コロナウイルス（従来株）と同程度 

訓練に先立って、各病院から 

X感染症に対する病床確保計画（フェーズごとの即応病床数）の報告を受け 

訓練当日にグループ討議 

… 
島しょ部 

人材派遣可能 
病院長 

協定締結医療機関の病院長が 22グループ（同じ地域の５～７病院で構成）に分かれて討議 

感染症有事における地域による自律した病床確保 

医療措置協定の実効性の向上 

定の実効性の向上 

代表して６グループが発表し、課題や具体的な対応イメージを参加者同士で共有 
有識者による訓練の振り返り 

訓
練
後 

後方支援 
病院長 

中山間地域 

重症病床等を 
持つ病院長 

病院長 

都市部 

県医師会、県看護協会等の会長・医療支援チーム構成員 

関係団体（オブザーバー） 

全体発表・講評 



 

 

 

 

取材申込者連絡先登録簿 

 

【取材申込者】 

所属 氏名 電話 メール 

    

    

    

 

FAX:０８２－２５４－７１１４ 

メール：hcdc@pref.hiroshima.lg.jp 

広島県健康福祉局健康危機管理課感染症対策グループ 勝部・松尾 宛て  

   

 


